
《2》《3》

こうだったらいいなを
叶える働き方

こうだったらいいなを
叶える働き方

こうだったらいいなを
叶える働き方

こうだったらいいなを
叶える働き方

こうだったらいいなを
叶える働き方

こうだったらいいなを
叶える働き方

こうだったらいいなを
叶える働き方

こうだったらいいなを
叶える働き方

こうだったらいいなを
叶える働き方

は
て
な
の
解
説

は
て
な
の
解
説

題解決に取り組み、地域の強みをいかして事業を行っている電
気の生産者がいます。再生可能エネルギーは国内自給が可能で、
他国の資源を奪わない電源です。地球環境を守り、平和な未来
を次世代につなぐため、食べ物と同じようにエネルギーの自給
も進めましょう。

電気を選択する時、どんな発電方法か分かる電源構成開示はと
ても重要で、さらにその内訳はさまざまです。例えば、生活クラ
ブでんきの生産者「株式会社阿寒マイクログリッド」は上のグラ
フではバイオマスに含まれています。しかし一般的なバイオマス
発電ではなく、酪農家から出る牛のふん尿を原料にガスを燃焼
させて発電しています。生活クラブでんきには他にも地域の課

 選ぼう再エネ！
生活クラブでんき

広がる脱炭素のしくみ
気候危機は現代を生きる私たちが直面する待ったなしの課題。
脱炭素・脱原発社会の実現をめざす生活クラブ東京の取組みを紹介します。
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2月23日、EVコンバージョントラックが
配備された葛飾センターで出発式が開
催されました。生活クラブがこれまで導
入したEV車6台は軽車両で、配達用のト
ラックとしては第1号です。センター敷地
内の充電スポットで充電します。

世田谷区の組合員を対象に、東京都の補助金を
活用した家庭用太陽光パネルと蓄電池の共同
購入が始まりました。組合員の屋根が分散型発
電所となり余剰電力をシェアすることで、住宅
地を大きな発電所にすることをめざします。

世田谷区と生活クラブ東京、23区南生活クラブの三者で環境・エネルギー分野において相互に連携・協働し持続可能な地域づくり
に寄与する協定を結びました。自治体と協力して、更なる再生可能エネルギーの導入や省エネルギーをめざします。

世田谷区との連携協定締結を記念し、金子勝氏(慶應義塾大学名誉教授)、
保坂展人氏（世田谷区長）、飯田哲也氏(環境エネルギー政策研究所所長)、
半澤彰浩氏((株)生活クラブエナジー顧問)、加瀬奈穂子氏(23区南生活クラ
ブ理事長)を迎えたフォーラムを開催しました。登壇者それぞれの視点か
ら、報道などでは聞くことができない再生可能エネルギーの現状や日本の
課題をお話しいただき、多くの学びを得られた会となりました。

EVコンバージョントラックとはガソリン
車からエンジンなどを取り外し、EVモ
ーターやバッテリーを搭載した車両で
す。運転席や荷台は既存のトラックを活
用し、動力源のみを電気に置き換えてい
ます。

配達スタッフ
の声

初のEVトラック導入に関わる事ができ
光栄に思います。式典を通じて、この1台に
込められた多くの方の想いを肌で感じました。EVトラッ
クは新しい時代の象徴です。安全かつ大切に乗りこなす
ことで、次の1台また次の1台へと続く大きな流れに貢献
していきたいと思います。

SBSゼンツウ株式会社 葛飾センター 上田さん
運転してみて、静粛性と加速の滑らかさには驚きました。
振動も少ないため、運転後の疲労も軽減されそうです。
一方であまりに静かなため、歩行者や自転車がトラックの
接近に気づかない場面もありました。静音という特性を理
解し、これまで以上に周囲への配慮と早めの減速を徹底
し、新しい時代の車両を安全に乗りこなしていきます。

どんな車両？
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配送委託先
SBSゼンツウ株式会社

葛飾センター所長  星野さん

世田谷区と「世田谷区におけるカーボンニュートラル実現に向けた連携協定」を締結

荷台にはEV車専用
のラッピング

生活クラブ東京
の取組み

▲三者による連携協定締結式

発電が足りない時は
買電

余った電気
を売電

余った電気を
とりまとめて売電

まちなか市民ソーラーの
電気も供給

生活クラブでんき
を供給

太陽光パネルで発電
自家消費＆蓄電池に蓄電

生活クラブ東京まちなか市民ソーラーのしくみ

講演内容・まち
なか市民ソーラー
への問合せは
こちら

生活クラブエナジーWEBサイト ▲


